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実践的津波避難訓練の設計と実施評価 

 
 

照本 清峰 1 

 
1 和歌山大学防災研究教育センター  

E-mail: terumoto@center.wakayama-u.ac.jp 
 

 

 

 巨大地震による津波浸水危険区域にいる住民は、地震発生後、揺れによって生

じた被害のある中で避難しなければならなくなる状況も想定される．しかし従来

の津波避難訓練の多くは、指定されている津波避難場所までの移動とともに、避

難路の確認などにとどまっていた．そこで、和歌山県海南市黒江船尾地区におい

て、地震発生後の状況を想定した津波避難訓練を実施した．黒江船尾地区は、南

海地震によって震度 6 弱程度の揺れが予測されているとともに、60 分以内に津波

の第 1 波が到達し、2m 以上の浸水が予測されている地区である．この訓練では、

想定している避難場所の一部を使用不能とするとともに、通行止め道路・通行困

難道路を設定した．また負傷者役、車イス役、妊婦役も設けている．避難訓練計

画の策定については、地域住民の参加によるワークショップを通じて行った．本

報告では、津波避難訓練の策定プロセスとともに、訓練を通じて得られた成果と

課題を示す．  
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